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馬場(1960)は犬鉤虫成虫体抽出液から硫安分画法によ

って得た S-70抗原を以て，鉤虫卵陽性者および陰性者

に皮内反応を実施した．著者等は同抗原を用いて野外実

験を行い，やや満足すべき結果を得たが，更に基礎的実

験についても若干検討する必要をみとめたので抗原の調

製なGびに皮内反応の方法を若干変更し鉤虫症の皮内反

応についての研究を行つた．今回は新たに得た抗原を鉤

虫卵陽性者に注射し，その際に生ずる反応と時間との関

係を検討したので報告する

実験材斜ならびに方法

抗原：抗原は馬場の方法に若千の変更を加えて調製し

たすなわち犬鉤虫乾燥虫体を燐酸緩衝液とともに乳鉢

で磨砕，次に sonicvibrationを行い，遠心して粗抗原抽

出液を得た後硫安半飽和して得た上清に，更に硫安を加

え全飽和として沈澱を集めたこれを蒸溜水にとかし，

cellophane tubeに入れ流水透析を行つて塩類を除き次

に凍結乾燥して抗原末(HW-I)を得た（第 1表）． この抗

原末を生理的食塩水で溶かし， 10,000倍液 (100ッ/ml)

ならびに 100,000倍液 (10'Y/ml)に稀釈しアンプルに分

注して deepfreezer内に使用時まで保存した．

対象：群馬県00中学校生徒ならびに同県桐生市農村

地区住民の糞便検査によつて鉤虫卵陽生者を選出し被検

者とした．

皮内反応術式：最小目盛0.01mlのある全容 0.3mlの

注射器を用い，上記抗原液0.01mlを被検者前膊皮内に

注射し，抗原液注射後，注射部位に現れる反応を観察し

「ノギス」で腫脹，発赤等の長径，短径を計測記録した．

麟が不整形を示した場合は，その形における最も両極

端間の巨離の長い径を長径とし，それに直角に交る最も

短い径を短径として記録したなお，対照には生理的食

貞

彦
利

邦

第 1表抗原の調製

犬鉤虫成虫体（乾燥虫体）
＋ 

燐酸緩衝液 (pH7 .2) 
↓ 

乳鉢で磨砕
↓ 

音波処理
I 

遠心処理

上［清
硫安（半飽和）

I 
遠心処理

亨
硫安全飽和

沈：澱
蒸溜永に溶解

透扉
↓ 

凍結乾燥
(HW-1) 

塩水を使用した

最初抗原皮内注射後に現れる腫脹，発赤の状態を 4時

間まで観察し，特に抗原注射後極めて早期に生ずる腫脹

については 5分間隔で観察し，発赤については 24時間

後まで観察した．

実験成綾

1. 抗原注射による皮内反応ならびにその時間的経過

（第 2表）

群馬県00中学校生徒 10例につき抗原皮内注射後の

反応の出現状況を調べるために抗原 10,000倍液 100,000

倍液をそれぞれ0.01ml宛皮内注射し， 10分， 20分，

30分， 1時間， 2時間， 4時間後の反応を観察した．

(35) 
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第 2表 抗原注射による反応の時間的経過

被検者
抗注射原量

経 過 時 間

No. 性 （ッ） 10 min. 20 min. 30 min. 60 min. 2 hrs. 4 hrs. 

0.1 4X 4 3X 3 ox 0 ox 0 ox 0 ox 0 
1001 M 

0.0 
6X 6 7X 7 sx 8 

ox 0 ox 0 ox 0 18Xl8 (18 X 15) (13 X 13) 

0.1 4X 3 2X 2 ox 0 ox 0 ox 0 ox 0 
1002 F 

1.0 
6X 4 5X 5 

ox 0 ox 0 ox 0 ox 0 (20 X 20) (16 X 16) 

0.1 18 X 13(p) 
15Xll(p) 13≪9 (11 X 10) 

ox 0 ox 0 33X31 23X23 23X21 1003 M 

(242 0 X X 139 8) _E_ () 
27Xl9(p) 24Xl4 (24 X 12) ox 0 ox 0 1.0 
42X40 42X40 45Xl2 12X 9 7X 7 

lOX 7 12X 7 llX 9 12X 8 
ox 0 ox 0 0.1 (28 X25) 30X28 24X23 23X23 1004 M 

1.0 
12Xl0 14Xl3 16X 13 (16 X 12) ox 0 ox 0 
33X27 39X30 39X30 39X30 (40 X 29) 4X 4 

14 X 8 (p) 
16X 12 16Xl0 14X 9 

ox 0 ox 0 0.1 
23X20 20Xl6 14X14 1005 M 
20Xl6 18Xl8 (18 X 18) ox 0 ox 0 1.0 17 X 12(p) 
41X30 38X25 40X29 (50 X28) 43X23 

0.1 5X 5 2X 2 ox 0 ox 0 ox 0 ox 0 
1006 M 

1.0 6X 5 3X 3 ox 0 ox 0 ox 0 ox 0 
4X 4 

0.1 14X 9 14Xl0 14Xll (14 X 14) ox 0 ox 0 
1007 M 

1.0 
16X14(p) 

18Xl7 20Xl5 (50 X40) (62 X40) ox 0 
(30X 30) 82X43 

0.1 8X 7 9X 8 (7X 7) (8X 8) ox 0 ox 0 
1008 F 

1.0 16Xl2(p) (19 X 17) (12 X 12) (10 X 10) ox 0 ox 0 
4X 4 4X 4 

0.1 
lOX 8(p) 12Xl0(p) 9X 9 9X 9 

ox 0 ox 0 32X27 32X27 25X23 16X 16 1009 M 
15Xl2(p) 19Xl2(p) 16Xl3 ox 0 Ox 0 ], . 0 ox 0 
33X33 35X30 34X31 42X32 (24 X 23) 3X 3 

0.1 8X 7 9X 7 8x 8 8x 8 ox 0 ox 0 
1010 M 

1.0 
12 X 8(p) 15X 9(p) 15Xl0 

14Xll ox 0 ox 0 (22X 21) 20X20 20Xl9 

被検者• ・・中学校生徒，分子・ 腫脹径(mm), 分母 発赤径(mm), (p) 偽足状，
( ) • • 境界不明瞭

10,000倍液， 100,000倍液0.01ml中にはそれぞれ抗原

1.0ッ， 0.1"/を含有していた．

反応の消長と時間の関係は抗原を皮内に注射した場合

注射部位の腫脹は注射直後より次第に大きくなり，その

形は多くの場合赤痢アメーバの栄養型にみられるような

偽足状で（偽足を伴つた腫脹），その周囲に発赤がみとめ

られた．すなわち被検者 No.1003の例では抗原 1.07を

注射して 10分後，注射部位に著明な腫脹(22Xl9mm) 

ならびに発赤(40X38mm)がみとめられ，抗原 0.1ッを

注射した部位には腫脹(18Xl3mm)のみをみとめたがい

ずれもこれ等の腫脹は偽足を伴つていた．

抗原注射 20分後には抗原 1.0ッを注射した部位は腫

脹が更に大きくなり (27X19 mm), 抗原 0.1ッ注射部位

の腫脹は 10分後よりやや小さくなつて来たが (15Xll

mm), いずれも腫脹は未だ偽足を伴つていた抗原注射

30分後には各抗原 1.0-y, 0.1ッ注射部位とも腫脹は注

(36) 
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射20分後より小さくなり (24X 14 mm, 13 X 9 mm), そ 隆起が著しい）はかえつて弱くなり，腫脹の形も偽足を

の形も円形になり，全く偽足は消失した．抗原注射 1時 伴つた形から円形に変つて来た．それ以後は被検者 No.

間後には腫脹の外部は発赤との境界が不明瞭となり，腫 1003の例（前記）の場合と同様の反応経過を示し，抗原

脹部の隆起が発赤部に拡散したような外観を呈し，抗原 1.0ッ注射部位は肉眼的所見は発赤部位と健康皮膚面と

注射2時間後には，始めに顕著にみとめられた発赤が消 の境界が不明瞭で，抗原注射 4時間後には再び浮腫を伴

失して，始めに腫脹がみとめられた部位に発赤が新たに つた全体的にやや隆起した発赤(43X23mm)がみとめら

みとめられ，抗原注射 4時間後には著明な発赤 (7X 7 れた．抗原 0.1ッ注射部位ではこのような反応はみとめ

mm)のみが注射部位にみとめられた．抗原 0.1ッ注射 られなかった．

祁位は抗原注射 1時間後には腫脹が弱くなり始め 2時 以上著明な反応を示したものの中 2例の場合について

間以後は消失してみとめられなかったまた被検者 No. 抗原注射後比較的早期に現れた反応の概略を述べたが，

1005の例では抗原 1.0ッ， 0.1ア共抗原注射 10分後に これ等の 10例の成績から偽足を伴う腫脹は抗原 1.0ッ

それぞれ著明な偽足を伴つた腫脹 (17Xl2mm,14X 8 注射の場合には抗原注射 10分後に現れることが多く 10

mm)が現れ，抗原注射 20分後には更に腫脹は大きく 例中 6例にみとめられ， 20分後には 10例中 3例に 30分

なり (20X 16 mm, 16 X 12 mm), 発赤 (41X30mm,23X 後には総て偽足を伴う腫脹はみとめられなかつた．腫脹

20mm) もみとめられて来たが腫脹の強さ（腫脹部位の のみについて観察すると抗原注射 10分後には注射直後

第 3表 抗原注射による反応の時間的経過（速時反応）

被検者対照C 経 過 時 間

No. 性抗原A

゜
5min. lOmin. 15min. 20min. 25min. 30min. 40min. 60min. 

C 4X4 5X 4 5X 4 (5X 5) (4X 4) (4X 4) ox 0 ox 0 ox 0 

1011 M 
A 4 X 4 20X 12() 21Xl5(p) 21Xl7(p) 22Xl7(p) 21Xl6 21Xl6 21 Xl6 20Xl6 

p 43X42 58X45 64X48 64X43 57X45 56X46 51X43 

1012 M 
C 4X4 (4X 4) (4X 4) (4X 4) ox 0 ox 0 ox 0 ox 0 ox 0 

A ヽ 4X4 12Xl0 15 X 12 (p) 17 X 15 21Xl9 23Xl9 26Xl9 23 X 19 (22 X 16) 

C 4X4 (4X'4) (4X 4) (4X 4) ox 0 ox 0 ox 0 ox 0 ox 0 

1013 M 
A 4 X 3 7X 6 

9X 8 lOX 9 9X 9 9X 9 (9X 9) ox 0 ox 0 

35X34 40X34 42X36 36X31 37X32 39X28 39X23 

C 4 X 3 4X 4 (4X 4) (4X 3) (3X 3) ox 0 ox 0 ox 0 ox 0 

1014 M 
4X4 8X 6 llXlO llXll 12Xll 13 X 12 (14 X 13) ox 0 ox 0 

A 
41X32 44X35 45X40 54X35 46X35 49X40 52X40 61X44 

C 4X4 6X 4 (5X 5) (5X 4) (4X 4) ox 0 ox 0 ox 0 ox 0 

1015 M 4X4 llX 9(p) 16Xl4(p) 20Xl4 20Xl5 19 X 15 (19 X 15) (19 X 19) ox 0 
A 

40 X 33 40 X 32 41 X 36 46X35 40X40 53X39 49X40 60X41 

C 4 X 4 5X 5 5X 5 5X 5 5X 5 5X 5 4X 4 ox 0 ox 0 

1017 M 4 X 4 17 X 13 (p) 20 X 16 (p) 20 X 16 (p) 20 X 16 20Xl8 22Xl8 20Xl7 (20Xl7) 
A 

64X45 55X40 50X40 50X37 60X40 52X42 65X30 65X30 

C 4X4 5X 5 5X 5 5X 5 5X 5 5X 5 4X 4 (4X 4) ox 0 

1018 M 4 X 4 lOX 8(p) 12XlO(p) 12Xl0(p) 12Xl0(p) 14Xll 13Xll 12Xll 12Xl0 
A 

45X40 '56X40 60X40 60X40 60X40 57X37 50X35 48X32 

C 4X4 5X 5 4X 4 4X 4 4X 4 (4X 4) ox 0 ox 0 ox 0 

1019 M 4 X 4 10 X 9 (p) 10 X 9 (p) 10 X 10 (p) 12 X 10 12X10 12X10 12Xl0 (12 X 10) 
A 

35X35 50X40 45X40 45X40 43X40 40X38 ox 0 

C 4X4 5X 5 5X 5 (4X 4) ox 0 ox 0 ox 0 ox 0 ox 0 

1020 M 4 X 4 19Xl5(p) 19Xl6(p) 20Xl6(p) 22Xl6 20Xl6 20Xl6 18Xl5 15Xl3 
A 

(55X40) 59X40 60X40 68X40 67X40 68X40 67X37 51X28 

被検者• •中学校生徒，抗原・ 1.07注射

(37) 
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より著明に増大し， 20分後には概して腫脹の大きさ（長

径，短径の平均値）は大きくなるが発赤との境界がやや

不明瞭となつてくる傾向をみとめた．一方発赤は抗原注

射 10分ないし 20分後に腫脹の外部にみとめられたが，

時間の経過とともに次第に色調が不鮮明となり，一且減

弱した後，再び 4時間後になると，かえつて明瞭な発赤

が現れて来た（以下腫脹とともに生じー且減弱若くは消

失した後，再び現れて来る反応を二次発赤と仮称する）．

抗原 0.1ッを注射した部位の反応は明らかに抗原 1.0ッ

を注射した時の反応より弱かったが，二次発赤の例も本

実験例ではみとめられなかった．

25 

20 

5
 

10 

腫

脹

径

(mm)

第 1図

IO 20 30 

経過時間（分）

抗原注射による反応（腫脹）の時間的経過
――—腫脹外郭が明瞭，．．．．．腫脹外郭が不

明瞭，●偽足状

2. 速時反応の観察（第 3表，第 1図）

群馬県00中学校生徒 10例につき， 抗原 1.07を注

射し 5分， 10分， 15分， 20分， 35分， 40分， 50分，

60分後の注射部位の反応について観察を行つた．

偽足を伴う腫脹ぱ抗原注射 10分後が最も強く現れ，

20分後では偽足を消失する場合があることがわかつた

が，抗原注射後 5分毎に観察したところ偽足を伴つた腫

脹をみとめたのは抗原注射 5分後では 10例中 6例， 10

分後では 7例， 15分後では 5例， 20分後では 2例で，

抗原注射 5分後すでに大部分著明な偽足を伴つた腫脹が

みとめられたが， 10分後が最高であつた. 15分後では

すでに偽足は消失する傾向がみとめられた．前実験で抗

原注射 10分後より 20分後の腫脹の方が更に大きいとv'

う結果を得たが， 今回得た結果では抗原注射 15分後の

反応が最も強く，発赤若くは健康皮膚面との境界が明腺

であった． しかし腫脹の大きさのみについては 10例の

平均値を比較すると抗原注射 5分後は 10.1mm, 10分

後は 12.2mm, 15分後は 13.0mm, 20分後は 13.7mm,

25分後は 13.9mmであって時間の経過とともにその大

きさは増大する傾向をみとめたが抗原注射20分後では，

やや腫脹の辺縁が不明瞭となり， 30分後では計測困難な

場合があつた． 発赤については抗原注射 5分後 10例中

6例に， 10分後では 8例に発赤をみとめた．また対照生

理的食塩水 0.01 mlを注射した部位は直後の腫脹は 4X

4mm以下であった．

発

赤

径

(mm)

第 2図

経過時間（時）

抗原注射による反応（二次発赤）の時間的経過
ー一発赤外郭が明瞭， • ••• 発赤外郭が不明朦

各線の太い部分は二次発赤の peakを示す．

3. 二次反応の観察（第 4表，第 2図）

群馬県桐生市農村地区住民 21例について抗原 1.07

を注射し， 15分， 30分， 1時間 2時間， 3時間， 4

廿寺間， 5時間 6時間 7時間 8時間 24時間後の注

射部位の反応について観察を行つた．

21例に抗原を注射したところ， 15分後に 19例に著朗

な腫脹をみとめたが， 30分後には 9例， 1時間後には 1

例と次第に減少し， 2時間後には腫脹は全て消失した．

発赤は抗原注射 15分後に 21例全例にみとめられ， 30分

1妥には 20例， 1時間後には 19例， 2時間後には 17例と

次第に減少する傾向をみとめ，発赤も時間の経過ととも

(40) 



に次第に薄くなり，発赤と健康皮膚面との境界不明瞭の

ため計測困難となった． しかし 3時間後には 1)一度反

応が消失した後に再び明瞭な発赤が注射部位に現れた例

（被検者 No.1423,No.1424, No. 1439, No. 1447), 2) 

腫脹が始めの発赤部に拡がつて浮腫様となり，健康皮膚

面との境界が不明瞭となった後，再び注射部位の発赤が

中心部に限局してみとめられた例（被検者 No.1427, 

No.1429, No.1434, No.1436, No.1441, No. 1443), 3) 

小さくなり始めた発赤が再び大きくなつて来た例（被検

者No.1425,No.1430, No.1437, No.1445, No.1446), 

4)最初現れた発赤が消退しなかつた例（被検者 No.1426,

No:1432, No.1433, No.1440, No.1442), 5) 発赤が薄く

なった例（被検者 No.1435)等各例により，種々の反応

経過をみとめた．

以後 1)の例の No.1423,No.1447 (以後被検者を略す）

は再び反応は強く現れることなく経過し， No.1424は4

時間後，益々反応は強く現れ 7時間後に最も著明な二次

発赤の peak(14 X 14 mm) をみとめた.No.1439は4時

間から 6時間後までは 3時間後の反応よりも弱かつたが

8時間後に再びやや強い反応の peak(8 X 8 mm) をみ

とめた 2) の例中 No.1427. No.1434, No.1436はそれ

ぞれ3時間以後に反応は再び強く現れなかつたが， No.

1441は4時間後只二次発赤の peak(70 X 55 mm) が現

れた.No.1429, No.1443は4時間以後に益々反応は強

く現れ， No.1429は5時間後に反応の peak(69 X41 m 

m)を，また No.1443は7時間後に peak(70 X 60 mm)を

もつ二次発赤をみとめた. 3) の例中，No.1425では 4時

間以後反応は消失せず 8時間後に漸く弱くなつて来たが

24時間後の観察では著明なツベルクリン型の反応がみ

とめら且発赤は 22Xl5mmであった. No.1430, No. 

1437, No.1445, No.1446では 4時間後それぞれ二次発

赤の peak(130 X 75 mm, 140 X 90 mm, 110 X 100 mm, 

90X60 mm) をみとめたが， No.1445では 8時間後更に

再び peak(200 X 160 mm) がみとめられた. 4)の例中

No.1426, No.1482はそれぞれ 1) の例の経過を辿り No

1426は4時間後に No.1432は5時間後にそれぞれ peak

(6 X 5 mm, 71 X45 mm)を有する二次発赤をみとめた

また No.1433は4時間以後も反応は弱まることなく，

No.1433は8時間後に， No.1440は4時間後にそれぞれ

peak (160 X 100 mm, 100 X 56 mm) を有する二次発赤を

みとめた.No. 1442は以後は減弱，消失し， 5) の例中

No.1435も同様に再び強くなることなく反応は消失し

た.24時間後の観察の結果明瞭な発赤を各々 No.1424,

377 

No.1439にみとめ両者の発赤径は 7X 7mmであった

（但し発赤径 5X 5mm以下は除外した）

以上の成績から腫脹の外部に抗原注射 2時間後に現れ

始める二次発赤は 21例中 19例にみとめられ．二次発赤

の peakをみとめる割合は抗原注射 3時間後に 7例， 4 

時間後に 7例， 5時間後に 3例， 7時間後に 3例， 8時

間後に 2例， 24時間後に 3例であつて， 3ないし 5時間

後の間に 16例（約 67%) , 7ないし 8時間後の間に 5例

（約 21%),24時間後に 3例（約 13%)で 3つの peakが

みとめられた

考察

抗原注射 5分ないし 10分後に偽足を伴つた著明な腫

脹が現れ，次いで腫脹のまわりに発赤が出現して来る

この時偽足は漸次消失し円形ないし楕円形の腫脹とな

り，腫脹は増大してくる この時刻は大体抗原注射 10

分ないし 15分後である極めて著明な腫脹（腫脹部位が

発赤あるいは健康皮膚面と画然と区別し得る）は 15分後

を境とし 20分後にはわづかに腫脹の増大がなおみとめ

られたがやや境界が不鮮明になって来る傾向がみとめら

れた 25分ないし 30分後以降はこの腫脹は次第に減弱

消失の経過をとり，偽足はこの時には全て消失する発

赤は概ね，依然として残つている場合もあり，また，こ

の頃より次第に消失の傾向をみとめる場合もあるが， 3 

時間後より再び二次発赤が現れて来る場合が多く， 4時

間後になると，更にこの二次発赤は著明となつて来る

この二次発赤はその peakを示す時間ならびにその反応

の強さ等は個体により現れ方が異つているが，抗原注射

3ないし 5時間後に peakを示した例が最も多く，次い

で7ないし 8時間後， 24時間後の順に peakを示す例が

みとめられた．

抗原注射液量を 0.01mlとした場合は注射直後の腫脹

径が 4X4mm以内であり，以後対照生理的食塩水では

ほとんどの場合，次第に腫脹は時間の経過とともに減弱

し， 0.01mlの注射液量は 0.05ml の注射液量によつて

皮内反応を行った時よりも判別が容易であり，特に速時

反応を以て判定しようとする時には有利であるものと考

えた．

抗原量 1.0-yと0.1ッについて検討すると 1.0ッを用

いた場合には約 3時間後に生じて来る二次発赤の反応が

強く出現することが多く，且つ，二次発赤反応は最高に

達する時間およびその反応の強さは個体により非常に経

過が異つているため，多数例に実施された場合，更に強

(41) 
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烈な反応として現れることが憂慮され，またこの種の皮

皮反応は若干，被検者に不安感を与えることも考えられ

ることから，抗原量 1.0'Yを用いることは避けた方が良

いと考えられる．

判定時間を注射後何分に定めるか？ 偽足を伴つた腫

脹は抗原注射5分ないし 10分後に，特に 10分後におい

て最高に達し，腫脹はその強さにおいて 15分ないし 20

分後，特に 15分後が最高であったが，腫脹の大きさは

15分ないし 25分後にわたり大きさを増し 25分後の方

が大きかつた，発赤は 20分後ほとんどその最高の大き

さに達する（二次発赤に非ず）等の点から，抗原注射 15

分後が最も速時反応の判定時間として適当であるものと

考えられた．

本抗原を用いての皮内反応で二次発赤について観察し

た実験において 21例中 1例に 22Xl5mmまた他の 1例

に'7X 7mmの著明な発赤を 24時間後にもみとめられ

たことは，抗原量を 1.0ッより更に多くすれば，ツベル

クリン反応の如く遅発反応を以て判定することも可能か

と考えられたすなわち石原ら (1952)が鉤虫症の診断に

皮内反応を用い，その遅発反応 (24時間判定）を適用し

ているが，著者らもこれを追試して観察したが，抗原注

射数時間後にほとんど例外なく，著者らが本実験におい

て観察した二次発赤と同様な反応が著明にみとめられた

ことから，著者らは速時反応を以て判定し石原らは遅発

反応を以て判定しているが，反応に与る抗原量の多寡に

ょって相異なるものであつて反応の本態は同じであろう

と想像された．

抗原の調製法において馬場の方法に若干変更を加えた

点は，粗抗原抽出液からの硫安分画操作であった．硫安

分画を細かく行うことによって得られる抗原の収量は極

めて少なくなり，且つ，硫安 50%飽和分画， 70%飽和分

画， 80%飽和分画等との間に皮内反応の著明な差異をみ

とめられなかったことから硫安半飽和して得られた上清

に硫安を全飽和して得られる沈澱分画から抗原を得たが

この時の抗原収量は乾燥成虫体 500mgから平均17.5

mgであった．

結論

犬鉤虫成虫体から得た抗原 HW-1を用いて鉤虫卵陽

性者に皮内反応を行い反応の経過を観察し次の結果を得

た．

1) 腫脹は抗原注射 (1.0扮 5分ないし 10分後には偽

足を伴つて出現し， 15分後には腫脹の大きさはほとんど

最高に達し，その強さは最も強かった．

2) 発赤は概ね腫脹の増大につれて出現し，一且，減

弱若くは消失した後，約 3ないし 4時間以降二次的な発

赤があらわれた．

(42) 
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INTRADERMAL TESTS IN ANCYLOSTOMIASIS 

rn. RELATIONSHIPS BETWEEN THE APPEARANCE OF THE REACTION 

AND THE TIME AFTER THE INJECTION OF THE ANTIGEN 

MEGUMI KONO, TOSHISADA SAWADA, SHIGEFUSA SATO 

＆ 

KUN旧IKOYONEYAMA 

(Department of Hygiene, School of Medicine, nunma University, Maebashi, Japan) 

Intradermal test on individuals infected with hookworm were carried out using HW-I 

:antigen, prepared from adult dog hookworm, Ancylostoma caminum, and the relationships 

between the appearance of the reaction and the time after the injection of the antigen were 

,observed and the following results were obtained : 

1) Wheal was recognized in 5 to 10 minutes after the injection of the antigen accompanied 

with pseudopodia and reached its peak in 15 minutes after the injection of the antigen. 

2) Erythema was observed with the appearance of the wheal and the secondary erythema 

reappeared in 3 to 4 hours after the injection of the antigen (delayed reaction). 

(43) 
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